
　 鎌倉時代初期から中期頃までは、
「上妻氏」が種子島を統治していたが、
その後、「種子島氏」が種子島を含む
南海12島の領主となった。「上妻氏」
は種子島氏の有力な家臣となり、代々
種子島氏を支えながら、島政に尽くし
たと言われています。たと言われています。
　今回、種子島氏家臣団のなかで、最
上位ランクである「上妻氏」ゆかりの
品々を一堂に公開いたします。
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8：30～17：00（入館は16：30まで）

会場：種子島開発総合センター 鉄砲館

お問合わせ先：種子島開発総合センター 鉄砲館  ℡ 0997-23-3215

新型コロナウイルス感染予防対策を実施しております

入場無料







種子島の「上妻氏」由緒 

 

 鎌倉幕府の守護・地頭設置により、種子島の地頭に「大浦口氏」が

任命される。 

 

大浦口氏は鎌倉に留まり、種子島には筑後国（現在の福岡県南西部）

上妻庄を名字の地とする「上妻
こうづま

氏」（藤原鎌足を初祖とする）の家系、

上妻家
こうづまいえ

真
まさ

を代官とし種子島へ派遣した。この家真が、種子島の「上

妻氏」のはじまりとされる。 

 
（※上妻氏の拠点は、現在の福岡県八女市の地と言われており、上妻と名の付く

地名や、上妻氏に関する史料等も所在し、調査研究が行われている。例：上妻小

学校など・・） 

 

家真は種子島を統治するにあたり、島を三つの郡（上郡、中郡、下

郡）に分け、三入道（高野入道・野間入道・熊毛入道）を配置し、そ

れぞれの郡を治めさせた。また、家真の活動拠点の地は、現在の中種

子町「増田」の地と言われている。 

 

しかし、その後、鎌倉幕府「北条時政」は平清盛の「ひ孫」にあた

る「種子島氏」を南海 12島（種子島・屋久島・口永良部島・硫黄島・

竹島・口之島・臥蛇島・中之島・諏訪瀬島・平島・悪石島・宝島）の

領主とし、種子島へ配流。これ以降、種子島氏による南海 12島の統

治がはじまることになる。（種子島家初代 種子島信基） 

 

一方、それまで種子島の統治者であった「上妻氏」は出自地である

筑後国（上妻庄）へ引き揚げる意思があったが、種子島氏やその家臣

団の強い説得を受け、領地 50 町歩（15万坪・東京ドーム 10 個分の

土地）と家臣の職を種子島氏より与えられ、種子島に留まることとな

った。以後、上妻氏は代々、島主種子島氏の有力な側近として島政に

尽くすこととなる。 

 

その後、上妻氏の庶流は島内全域に広がり、種子島で上妻姓が多い

のはこのためである。 












